
敷地図　1-12000

太平洋 対象敷地

指向空間の構成方法 設計の流れ物への認識を変える空間をここでは指向空間としている

DC

敷地の分析

物の選定

手法の選択

局所的空気感の理解

周辺環境への応答
施主の要望

指向空間の構成

建築としてまとめる

指向空間の打ち消し

(本設計)

物の選定にあたって敷地の地形、気候、植生、生態、歴史、周辺環境などが複合的に主体に与える敷地の印象

(敷地の局所的空気感 )を理解する。

敷地にいつでも存在し、敷地の局所的空気感をもつ物、あるいはそれに関わる物を選定する。

設計時に対象にした物とそれぞれの物に適用した手法と構成方法を表１にまとめる。

試設計では指向空間をつくる第一の手法としてフレーミングを提案する。

フレームとフレーム周辺での、選定した物への視覚誘導と、

物の様相そのものを共有することで、物を主体に強く認識させることをフレーミングと定義している。

物の様相そのものの共有とは具体的に、外部にある物の影が室内に入り込む状況、

また外部の物が特定の光に照らされているときに、同じ光が室内を照らしている状況など、

主体が物のもつ性質 (ここでは光や影 )に覆われていることを物の様相を共有しているとする。

選定した物の一覧

館山のハナレ   - 試設計 -

指向空間は様々にできあがるが、その中で敷地の自然条件や隣地との関係、

そして施主の要望に沿って指向空間を一つの建築としてまとめる。

ソテツ シンメトリカルな住宅 コンクリートブロック塀 竹藪

RC 住宅木造住宅擁壁

トタン屋根 ダンチク 手すり

建築物 対象物 ⼿法 構成
⽅法

構成
⽅法

ハナレ ソテツ F B

⽵藪 F C

シンメトリカルな住宅 F B

コンクリートブロック塀 F A

住宅 ソテツ F,S B

⽵藪 F,S C

シンメトリカルな住宅 F,V B

コンクリートブロック塀 F,S A

ハナレ V D

ダンチク S C

坂道(私道) V D

トタン屋根 V,S C

建築物 対象物 ⼿法

住宅 擁壁 V,S D

RC住宅 F D

RC住宅 構造グリット V D

RC住宅 開⼝幅 S C

RC住宅 スラブ⾼さ S C

RC住宅 仕上げ S C

⽊造住宅 F B

⽊造住宅 構造グリット V B

⽊造住宅 開⼝幅 V A

⽊造住宅 屋外⼿すり S A

外構のレンガ⾵タイル S A

外構の⽩タイル S A

千葉県館山市の南西部に位置する、閑散とした港町と別荘地との間にある、小さな集落の一角。

空き家が多く、2019年の台風15号からの復興も半ばで、数年もの間、誰にも手入れされていなかった土地である。

敷地に何度も出向きそこにある様々な物への観察をつづけた。

そこから試設計では四つの物を対象に建築をつくりあげることとした。

ソテツ　敷地からシンメトリカルにみえる住宅　住宅の解体時に取り残されたブロック塀　竹藪

これらはいずれも敷地周辺の局所的空気感を纏っている。

試設計のハナレは忙しい日常から距離をおき、自己を内省するような場が求められた。

ソテツ シンメトリカルな住宅 コンクリートブロック塀 竹藪

敷地から物までの距離が長い

敷地から物までの距離が短い

物
の
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
い

指向する力が弱い

B 空間の方向性は強いけれど物は遠い A 指向する力が強い

一時的効果

空間の方向性は弱いけれど
物の様相が直接付加される

物
の
ス
ケ
ー
ル
が
小
さ
い

外部に使われている物を
内部に用いる

物までの奥性の与える
(湾曲する壁面など)

双方向による
フレームの印象変化

物の色味や光を共有する
(ex.西日が当たるとき)

物が中心にくるように
フレームを配置する

暗から明への
フレーム

暗から明へのフレーム
の演出(暗で仕上げる)

暗から明へのフレーム
の演出(暗をまとう)

物への軸線を直接示す
(手すりなど)

鏡面での反射により
物の像を映す

物の気配を伝える

ガラス面の映り込みを
考慮する

ガラス面での反射により
物の像を映す

フレームの縁を
見せない

物の影を落とす

物までの方向性を
仕上げ材の輪郭
や目地などで示す

物までのリズム感を
柱や梁で示す

方向性を外構で示す
(飛び石など)

物までの経路
外部からの距離感の演出

物へのフレームを
さらにフレームする

フレームがあることを
予感させる

物の秩序感を抽出する
(シンメトリやグリットなど)

物の構造を抽出する

物の一部をまねる
同じ材を用いる

物の一部を
反復して強調する

様々な部材の配置で
フレームを演出する

物の構法を抽出する
(ブロックの積まれ方など)

物を型枠に利用する

薄く塗られているものは
本設計から新たに加えられた手法である。

手法番号

扱った手法 F:フレーミング
S:サンプリング
V:ビジュアライジング
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F

主体 物認識

認識の枠組み 主体はある刺激を認識したとき、その刺激を三つの方法で処理する
物への認識を変えることで、観察することを促すことができるのではないか

ここでは私たちのまわりにありふれた物の集積を日常と定義する

刺激

モノ

物

類似的
他者

物の様相日常の外縁のゆらぎ

コミュニケーション

生活認識 (知識や習慣への収束)

観察 (刺激への理解の反復)

(刺激への理解と観察のきっかけ)

日常の外縁のゆらぎを誘発する建築

-物の様相を空間に帯びさせる設計手法 -

日常の外縁のゆらぎ

モノ

モノモノ

モノ

モノ

モノ

モノ

モノ

モノ
モノモノ

モノ
モノ

日常＝モノの集積 日常の外縁 揺さぶられた日常の外縁

モノ モノモノ物

観察とは対象への認識を反復することで対象をより深く理解する行為である。

現代生活において、観察は滅多に行われていないように思う。

しかし他者を理解し自己の感覚が相対化される契機をもつ点で観察は非常に価値のある行為であると考える。

　観察とは非日常的行為であるが、現代生活でも観察に近いことが行われている。

それは観察という行為には満たない「日常の外縁のゆらぎ」である。

日常を揺さぶり、その外縁に変化をもたらしうる感覚。

観察への契機をもつこの感覚を、建築を通して刺激することはできないだろうか。

本研究では友人夫婦に依頼された小さな別荘 (館山のハナレ )を試設計とし

そこから本友人夫婦が移住することを想定し住宅を設計する。



24

24

88
8

91
0

91
0

30
3

30
3

30
3

45

796

675
380

45

278

91
0

91
0

91
0

86
3

24

91
0

91
0

91
0

12

24

12

10
5

105

88
8

91
0

91
0

30
3

30
3

30
3

86
3

4

2

278

10
5

91
0

91
0

91
0

91
0

91
0

91
0

10
796

675
380

45

23
17

23
9

40
0

12
1

15
0

925

6001250

90 300 600 300 601250

12 925

12 12

45
10

5
12

10
1.25

10
5

23
76

63
9

12
1

15
0

11
13

60
0

15
72

150 157 150
910

50
9

13
34

59
5

44
19

70
45

48

収納

デスク

コンクリート⼟間

⾚いテント

⾶び⽯

ソテツ

シンメトリカル
な住宅

取り残された
ブロック塀

海側

⼭側

⽵藪

デスク

コンポスト
トイレ

シャワー

テント⽀柱

⽀柱⽤基礎
⽴ち上がり

テント⽀柱

化粧柱
105×45

間柱
60×45

シングルガラス
5mm

シングルガラス
5mm

シングルガラス
5mm

シングルガラス
5mm(すべり出し窓)

間柱
60×45

間柱
90×90

柱
105×105

焼杉12mm

合板12mm

焼杉12mm

外壁⽤間柱
60×45

内仕上げ12mm
合板12mm

化粧柱
105×45

フローリング
⿊塗り 12mm

⾚絨毯

⾚絨毯

a
b

bʼ

c

cʼ

aʼ

海が近いので、風の強い日でも外で過ごせるように

敷地西側にハナレを配置し

風を受け流すように外壁をゆるく湾曲させた。

テントはここで過ごす期間のみ取り付ける仮設。

外部から赤いテント、暗幕と赤い絨毯で

囲われた入口、黒く塗られた室内へ

動線を辿ることで内-外の心理的距離をもてるよう

全ての要素を空間体験の一部として構成した。

平⾯図1-50

a-aʼ断⾯図1-30

ソテツは館山周辺でよく見られる。
誰にも手入れされていないが
生命力を非常に強く感じる

海が近く、防風の観点で
昔からダンチクが植えられ、

自生している。
ここでは珍しく

ダンチクとは異なる竹藪が
すまし顔で綺麗に立ち並んでいた。

敷地周辺では珍しい、比較的新しい住宅
敷地からちょうど45°角度が振られている

雑然とした周囲から浮いて、不思議な存在感を放つ

敷地の裏にあった住宅は台風の被害を受け解体された。
敷地南側の崖に対面するように配され、

置き去りにされたブロック塀

合板12mm

仕上げ
⿊塗り12mm

焼杉12mm

軒桁
120×105

⺟屋
120×105

垂⽊
45×45

野地板
12mm

合板12mm

合板12mm

化粧柱
105×45

筋交い
90×45

柱
105×105

フローリング
⿊塗り 12mm荒床12mm

⼟台
105×105

コンクリート
布基礎

⼤引き
90×90

根太
45×45

b-bʼ断⾯図1-40

敷地からシンメトリカルに
みえる住宅

取り残された
ブロック塀

A

扱った⼿法の番号
A=1 / B=2 / C=3 / D=3,13 / E=4,12,14 / F=5 / 

G=5,7,11 / H=6 / I=7,11 / J=8,9,12,14 / K=8,9,12,14,15,16

⻄側(海側)

東側(⼭側)

F

D

G

H

J

K

I

B
10

C

E

c-cʼ断⾯図1-50

竹藪

ソテツ

住宅の解体時に取り残されたブロック塀敷地からシンメトリカルにみえる住宅
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駐⾞スペース

既存擁壁

寝室
メインエントランス

CH＝3500
CH＝2000-2300

CH＝2100

CH＝2240
書斎

収納

収納

収納

収納

⽊造住宅-杉浦邸

RC住宅-飯⽥邸のハナレ
地下階平⾯図 1-50シンメトリカルな住宅-飯⽥邸

国道257号線
フラワーライン

左官仕上げ t=7mm
ラス下地 t=12mm
モルタル t=24mm
⽊摺 t=12mm
胴縁 t=12mm
透湿防⽔シート
構造⽤合板 t=12mm

アルミサッシ
網⼊りガラスt=7mm

mini

アルミサッシ
シングルガラスt=5mm

シングルガラスt=5mm

アルミ⼿すり

アルミサッシ
シングルガラスt=7mm

アルミサッシ
網⼊りガラスt=7mm

⼟間(モルタル)

フローリング

フローリング

⼟間洗い出し

シナ合板 t=12mm
構造⽤合板 t=12mm
間柱 50×80mm
スタイロフォーム t=80mm

下⾒板張り t=24mm
構造⽤合板 t=12mm
透湿防⽔シート
柱 105×105mm
グラスウール t=105mm
防湿シート
構造⽤合板 t=12mm
シナ合板t=12mm

スタイロフォーム t=80mm

保護コンクリート t=40mm

保護コンクリート t=40mm

洗⾯下ピット
浴室下ピット

地中梁

保護コンクリート t=40mm

スタイロフォーム t=80mm

構造⽤合板 t=12mm×2

左官仕上げ t=3.5mm
ラス下地 t=12mm
⽯膏ボード t=12.5mm
構造⽤合板 t=12mm

左官仕上げ t=3.5mm
ラス下地 t=12mm
⽯膏ボード t=12.5mm
構造⽤合板 t=12mm

左官仕上げ t=3.5mm
ラス下地 t=12mm
⽯膏ボード t=12.5mm
柱 t=105×105mm
グラスウール t=120mm

左官仕上げ t=3.5mm
ラス下地 t=12mm
⽯膏ボード t=12.5mm
柱 t=105×105mm
グラスウール t=60mm

シナ合板 t=12mm
構造⽤合板 t=12mm
間柱 50×50mm
グラスウール t=50mm

シナ合板 t=12mm
構造⽤合板 t=12mm
間柱 50×80mm
スタイロフォーム t=80mm
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⽊造住宅-杉浦邸

RC住宅-飯⽥邸のハナレシンメトリカルな住宅-飯⽥邸

国道257号線
フラワーライン

浴室洗⾯

収納

収納

床下収納

テラス

トイレ
ガルバリウム鋼板 t=0.35mm
打ち放しコンクリート t=200mm

サブエントランス

地階平⾯図 1-50

a

aʼ

bʼ

b

タイル t=5mm
ラワン合板 t=24mm
⽯膏ボード t=12mm 圧着張り

構造合板 t=30mm

構造合板 t=30mm

CH＝2420

CH＝3400~4340

CH＝min2250

アルミサッシ
網⼊りガラスt=7mm

アルミサッシ
網⼊りガラスt=7mm

アルミサッシ
網⼊りガラスt=7mm

アルミサッシ
網⼊りガラスt=7mm

アルミサッシ
網⼊りガラスt=7mm

コンクリートブロック

アルミサッシ
網⼊りガラスt=12mm

アルミサッシ
網⼊りガラスt=12mm

ガルバリウム鋼板 t=0.35mm
アルミサッシ
シングルガラスt=5mm

アルミサッシ
網⼊りガラスt=7mm

アルミサッシ
シングルガラスt=5mm

アルミサッシ
シングルガラスt=5mm

アルミサッシ
シングルガラスt=5mm

シングルガラスt=5mm

アルミ建具t=12mm×2

⽊建具
構造⽤合板t=12mm×2

アルミ⼿すり 12×22mm

アルミ 12×22mm

アルミ⼿すり 12×22mm
アルミ⼿すり 12×22mm

鏡
ミラーフレーム t=8mm
ミラー t=6mm

鏡
ミラーフレーム t=8mm
ミラー t=6mm

アルミサッシ
シングルガラスt=7mm

シナ合板 t=12mm
構造⽤合板 t=12mm
間柱 45×85mm
グラスウール t=85mm

シナ合板 t=12mm
間柱 45×45mm

⼟間(モルタル)

カーペット t=10mm

⼟間(モルタル)

⼟間(モルタル)

⼟間(モルタル)

⼟間(モルタル)

配置図 1-200

トタン屋根
飯⽥⼋郎の物置⼩屋

⽊造住宅
杉浦邸

館⼭のハナレ

⽵藪

ソテツタイル

⽯を愛でる家
既存擁壁

坂道 (私道 )

国道 287 号線
フラワーライン

RC住宅
飯⽥さんのハナレシンメトリカルな住宅

飯⽥邸

ダンチク

ダンチク

ダンチク

ダンチク

ダンチク

取り残されたブロック塀

壁ではなく
床で⽅向を⽰す 物に適さない⼿法を使う

床や壁を⼀部抜く指向空間の流れを遮るサンプリングしたものを
少しだけ変化させる 他軸との衝突 指向空間の微分

指向空間の中⼼をずらす機能動線が
指向空間をまたぐ

B

A

館山のハナレでの設計手法を見直し再提案する。

ハナレでは対象にした物への指向する力が非常に強い。

ハナレという日常的に使われない建物においては、

その力が主体にもたらす感覚に直結するめ、指向する力の強い空間が

有効であると考える。しかし住宅など日常的に使われる建物では、

主体が指向している対象に慣れてしまうことから、

少ない数の強い指向空間を求めるよりも、

数多くの弱い指向空間を設けることが有効的であると考える。

そこで強すぎる指向空間を打ち消す操作に加え、

指向する対象を増やし、さらに指向空間の種類を増やすために

フレーミングと並列して他の手法も取り入れることを提案する。

フレーミング以外の手法としてサンプリングとビジュアライジングを提案する。

サンプリングとは物の様相を空間に直接付加することである。

物の一部をそのまま取り込むことや、

物そのものをコンクリートの型枠の一部として利用することなどが例として挙げられる。

たとえばここでは木造住宅の手すりを様々な形で引用する。

ビジュアライジングは物の様相を寸法に落とし込むことである。

物の構造や秩序感を抽出し、その構成を明らかにしながら参照することなどが例として挙げられる。

たとえばここでは木造住宅と rc 住宅の構造体を取り出し、その両方を住宅に適用します。

指向空間を取り込みながら、指向空間の軸をずらすことや、指向空間の流れを遮ることで、

指向する力を弱め、空間を重層させ空間に奥行を与える。

木造住宅 -杉浦邸と RC 住宅 -飯田さんのハナレから

ビジュアライジングした二つの構造体

RC ラーメン構造が外構とファサードをもつ

木の 455mm のグリット構造が生活を支える床や壁をもつ

屋根は RC ラーメンによって吊られた RC ファサードと

屋根まで伸びる木の柱によってつり合いを保ち支えられている。

RC ラーメン

屋根

⽊柱

RC ファサード

⽊床

⽀点

館山のハナレの施主が定年後

、施主の所有するハナレの目の前の敷地に

東京から移住すると想定し、住宅を設計する。

施主の要望はハナレではかなわなかった海の見える

テラスとハナレの主室とは対照的な大きな主室である。

ハナレで扱った物と敷地周辺からさらに物を選定し、

指向空間を構成しながら、それらの指向空間を

同時に打ち消していくことで設計を進めた。

エントランスから海の見えるテラスまで

大きく回遊する動線で、

様々にちりばめられた指向空間をまとめた。

館山のハナレから

石を愛でる家 -本設計 -

サンプリング・ビジュアライジング

指向空間の打ち消し

RC と木の混構造



主室からテラス越しにシンメトリの家をみる 地下の書斎にある収納は RC 住宅の構造体と同じモデュールで組まれているRC 住宅と木造住宅からビジュアライジングした構造体が居場所を規定する。木造住宅から RC 住宅へと曲がる軸線が、サンプリングした手すりや開口幅によって演出される 対象にしたソテツが室内に映し出される　この鏡面は収納の扉としても機能している

▽+2400

▽GL
▽-200

屋根：フッ素樹脂鋼板 t=0.4mm(シルバー) ⽴平葺き
   アスファルトルーフィング
   不燃下地 t=12mm
   アラミド繊維シート補強
   構造⽤合板 t=12mm

アルミサッシ
網⼊りガラスt=7mm

ガルバリウム鋼板 t=0.35mm
打ち放しコンクリート t=200mm

館⼭のハナレ

裏込コンクリート

国道257号線
フラワーライン

既存擁壁

コンクリートブロック

天井：シナベニヤ t=4mm
   下地合板 t=5.5mm
   グラスウール t=100mm

⼟間：モルタル t=10mm
   ワイヤーメッシュφ6mm t=100mm
   押出し法ポリスチレンフォーム t=25mm
   ⼟間コンクリート t=150mm
   ポリエチレンシート t=0.15mm

床：カーペット t=10mm
  ラワン合板 t=12mm
  根太 45×45mm
  ⼤引き 120×120mm

スタイロフォーム t=80

コンクリート：平板 t=60mm
     クッション層(砂) t=30mm
     クラッシャラン t=100mm

基礎コンクリート t=200mm
スタイロフォーム t=80mm
捨てコンクリート t=50mm
砕⽯ t=100mm

基礎コンクリート t=200mm
スタイロフォーム t=80mm
捨てコンクリート t=50mm
砕⽯ t=100mm

新設基礎

⽊造住宅-杉浦邸

a-aʼ断⾯図 1-50

アルミサッシ
網⼊りガラスt=7mm

▽+2400

▽-200

屋根：フッ素樹脂鋼板 t=0.4mm(シルバー) ⽴平葺き
   アスファルトルーフィング
   不燃下地 t=12mm
   アラミド繊維シート補強
   構造⽤合板 t=12mm

モルタル左官
塗膜防⽔
珪酸カルシウム板 t=9mm
ラワン合板 t=9mm
断熱材 t=50mm

天井：シナベニヤ t=4mm
   下地合板 t=5.5mm
   グラスウール t=100mm

ガルバリウム鋼板 t=0.35mm
アルミサッシ
シングルガラスt=5mm

アルミサッシ
網⼊りガラスt=7mm

アルミサッシ
網⼊りガラスt=7mm

アルミサッシ
シングルガラスt=5mm

ガルバリウム鋼板 t=0.35mm
打ち放しコンクリート t=200mm

床：カーペット t=10mm
  ラワン合板 t=12mm
  根太 45×45mm
  グラスウール t=120mm

床：カーペット t=10mm
  ラワン合板 t=12mm
     根太 45×45mm
  ⼤引き 120×120mm

捨てコンクリート t=50
砕⽯ t=100

保護コンクリート t=40

⼟間：モルタル t=10mm
   ワイヤーメッシュφ6mm t=100mm
   押出し法ポリスチレンフォーム t=25mm
   ⼟間コンクリート t=150mm
   ポリエチレンシート t=0.15mm

⽊造住宅-杉浦邸

RC住宅-飯⽥邸のハナレ
シンメトリカルな住宅-飯⽥邸

既存擁壁 新設基礎

基礎コンクリート t=200mm
スタイロフォーム t=80mm
捨てコンクリート t=50mm
砕⽯ t=100mm

b-bʼ断⾯図 1-50
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1.木造住宅-杉浦邸の開口幅：ビジュアライジング(23) アルミサッシ638mm  杉浦邸に杉浦さんは月に数回しか訪れない。数年前に他界
した姉の持ち家だったが、今は杉浦さんが譲り受け、管理している。少し高台にあることから海からの風の煽りが強く、2019年の台風15
号の被害による損傷を、地道に一人で直している。もともとタイルを扱う、左官職人だった杉浦さんは、ホームセンターで手に入る部材
ですべて自分で補修している。そして杉浦さんが、たまの休日に訪れるこの杉浦邸は、月に数回だけ風が通り、中の
様子をうかがい知ることができる。南面、一階部分のファサードを均等に７分割した開口は、普段は閉ざされている
がここぞとばかりにすべて外される。高台にあるから海への眺めがいいのだろう、閉ざされていた錆びた上階の雨戸
もいくつか開き、中からテレビの音や、クラシックの音楽が漏れて聞こえてくる。太平洋が見える西側の窓は杉浦さ
んがいるときは常に全開だ。青い雨戸は錆つき、さらに補修されながら、淡い黄色い外壁塗装とのコントラストが美し
い。そんな雨戸、開口はこの杉浦邸での杉浦さんの活動と、この杉浦邸の歴史を直接的に表している。この開口幅を新しい住宅
に反復して使う。主室に沿って配される連窓の引き違い戸の窓の大きさを638mmにした。また主室からテラスへと続く
開口の幅もこの幅を採用している。そして主室の斜めの床を歩きながら、開口越しに見える杉浦邸は開口幅に
分断されながら同じ幅をもつ開口のついた住宅としてその存在を喚起するかもしれない。

2.トタン-ガルバリウム鋼板の波板/ポリカーボネートの波板：サンプリング(25) RC打ち放しの

ファサード  館山で一番よくみられる部材だ。どの住宅にも部分的に使われている。みな館山の
自然によって犯された部分を自分の手で補修している。あるいはちょっとした洗濯物干し場だと
か、サンルームなど住宅から拡張する機能をつくる部材として多用しているようだ。ホームセン
ターにいけば波板の豊富な種類と、それをとめる金具類、また波板に合わせてできたスポンジな
ど様々な波板グッズがすぐに揃う。波板は扱いやすく、波の寸法が同じ規格のものを選べば、
２，３山分の波を重ねることで、つぎ足すことも可能だ。波板の山に穴をあけ、波板用の釘を打
てばすぐに留められる。大きさも手頃で、一人で持ち運ぶことも可能だ。2019年の台風15号の被害
による損傷から、この波板はなかなか補修に来てくれない業者のかわりに自分で補修するときの材
料として多くの住宅で使用されたようだ。昔ながらの大きな瓦葺き屋根の住宅は瓦をやめ、トタ
ンの波板で補修していることも少なくない。屋根は軽くなり、補修のしやすさと、周りへの被害
を考えトタンにする人が多いそうだ。そういった住宅をみると屋根面が大きい分、非常にマッシ
ブで圧迫感のあるボリュームにみえるはずが、波板の軽さがもつ雰囲気を纏いどことなく浮き立
つような印象をうける。それは波板がもつ意味的な作用からもしれないし、波の山と谷がもつ凹
凸による陰影が、面を線として消化させているのかもしれない。そんな波板をここではRCの型枠
として使い、ファサードの一部を担わせることで、土地の風土を取り込む立面をつくる

3.トタン-ガルバリウム鋼板の波板：サンプリング(23) ファサードの仕上げ材、引き違い窓の横滑り雨戸  館山

の様々なところでアドホックに使われているガルバリウムのトタン波板。ガルバリウムは光を鈍く反射しながら
も、その波の凹凸が、光を拡散し、一定のリズムで面に陰影をつける。海風によって、このギラギラした面材は少
しずつ風景に馴染み、そして錆びはじめ、穴が開き、そしてまた新しい波板が付け足され、補修される
ことで、自然のもつ強大な力とそれに対抗する人間の生命維持活動とのアンサンブルができあがる。こ
の部材は自然と人間の活動をつなぐ媒介物として、その建築の歴史を表し、また人間の活動を被覆する
構築物として、自然の力強さや美しさを映し出す鏡として退隠する。強烈な植物の生命力がこれを青く
染め、太平洋に沈む太陽がこれにその軌跡を描き、天空を覆う空気の青さがこれを透明にするのであ
る。この部材を建築を取り巻くRCの外壁に取り付ける。また杉浦邸の開口幅をサンプリングした引き違い窓の雨戸と
してこれを設置した。この横滑り出し形式の雨戸は接道する私道を通る近隣の人の目線を遮りながら、ぼんやりとし
た光を室内にもたらす。
4.RC住宅-飯田邸のハナレ(空き家)の開口幅：ビジュアライジング(28) テラスの開口　スリット  住宅の敷地の南側敷地境界ぎりぎり
に建つ(一部超えている気がする...)このRC住宅は、シンメトリカルな住宅の家主、飯田さんのハナレだ。もともとは飯田さんの兄弟
が住まわれていたが、兄弟が東京へ移住したことにより、今は飯田さんが管理している。たまに飯田家の息子さんがここを使っている
気配が感じられはするものの、今はほぼ空き家と化しているようだ。この住宅の外壁はクリーム色を基調としている
が、その上に様々な色のよごれがついている。海からの強い風や、雨、そりたつ植物、また小動物の活動がこの汚れ
をつくっているように思う。そののぺっとした外壁に小さな開口が三つだけついている。この住宅での活動はほとん
ど伺い知ることができないが、この小さな三つの窓に置かれた物の影や色味だけはわかり、その窓がどんな場所に
あって、どんな機能をもっているのかを想像するこができる。迫りくるRC住宅の、素知らぬ顔から漏れ出た微かな表情。それ
をつたえる象徴的な窓の開口幅を取り出し、RCのファサードにスリットとして導入した。またRCのファサードを、開口の形で
立ち上げながら、RC住宅の開口がもつその意味合いを表象している。スリットはRCの柱が落ちる目の前にあたり、内側から外
をみる孔としても機能せず、外から内側を覗き見る孔としても機能しない。その形だけがそこに現前する、RC住宅
の開口が持つその意味が反芻される

5.館山のハナレの外壁曲面：ビジュアライジング(28) RC打ち放しファサード  館山での設計活動をはじめる

きっかけとなった館山のハナレ。施主さんは大学同期の両親である。長年の間、放置された土地に週末の間だ
け遊びにくる小住宅を立ててほしいとの依頼だった。敷地から太平洋まで歩いて2,3分で、裏にも散策できる整
備された山があり、アクティブな施主夫婦は遊ぶことに事欠かないそうだ。太平洋からの強い海風を受け流すように
このハナレの外壁は曲げられている。実際には外壁を８分割し、館山で手に入る杉板(天竜焼杉(杉板を三角形に組み
煙突効果を利用して、焼杉を焼き上げる伝統的な方法を利用した(館山は杉やヒノキが名産))を貼り付け、その焼杉の表面のムラを
用いてなるたけ曲面を出せように施工した。館山のハナレは細長い建築であり、それはこの建築が指向空間から直
接立ち現れたものであることを示している。純粋な空間を生成することを最初目指していたからだ。しか
し外壁がすべて仕上げられ、内装を施工する段階になったいま、今一度この立面をみたときに感じる
ことがある。ぼくらはここで電気なし、トイレなし、風呂なし、テント/車中泊での状態で、設計と施
工をはじめ、言うまでもなく館山の強烈な自然の洗礼にあった。一年間の施工期間で館山での強烈な
自然とそれをねじ伏せる人間との駆け引きを目撃していた。自然も力が強い場所では、人間もそれだ
け自然に対して強くなるようだ。館山ではソテツをよく見かけるが、そのほとんどは誰かが植えたものである。もとも
とそこにあった自然を根こそぎ削り取り、台座を設え、その上にソテツを飾る。そして館山の温暖な気候から養分を
たっぷり受けとったソテツはいつしかその土台を壊し、人はまたその台座を拡張して作り直し、また壊され,、つくりな
おし、こわされ.....人間がつくっているのか自然がつくっているのか、わからないような状態だ。一年間の施工期間で
そういった人と自然との苛烈なやりとりを様々な部分で目にした。東京からきた余所者のぼくらはその
行為を悪趣味にも感じたが、恐らく館山に住み館山で生活をしていれば否応なく、強い自然に対抗する
力のようなものを身に着けるのであろう。それは良い悪いではなく、単に館山はそういう場所であると
いうことだ。そういった環境に、週末だけ遊びに来るような、東京の家のハナレをつくることになっ
た。この小さな建築を小高い擁壁の上に置いただけでは、自然にも人間の営みにも負けてしまうと感じ
ていた。どこかに吹き飛んで木端微塵にされてしまうのではないか、不安を感じていた。そこでできる
だけ、その出で立ちを強く見せること、しかしすべてを受け止めるのではなく、受け流すことを考え
た。400mmの台座を設えその上に湾曲した壁を設えた。自然をかわしていく。正面から、自然に対抗しない。だけど
外壁は黒光りする焼杉を使う、見栄っ張りだろうか。いや、おそらく普通の外壁であっては完全に負けてしまって
いただろう。自然の力は受け流したいけど、この台地に立ちたい、そういった判断で外壁を湾曲させていたように
思う。ここではその外壁の湾曲を8等分する前のものに戻し、その曲率を用いたRCの壁柱をつくることにした。ハナ
レの湾曲した焼杉の外壁面とRCの湾曲した外壁にはさまれた、通路は強烈な奥性をつくりだす。奥にあるのは竹藪であ
り、これもまたハナレで対象にした物のひとつである

6.RC住宅-飯田邸のハナレの構造体：ビジュアライジング(28)　構造体  RC住宅は敷地のぎりぎりまで近づいてきている。クリーム色

に塗装され被覆されたコンクリートの物体からは、その薄く優しいクリーム色とは裏腹に強い重量感を感じる。彩度の高い館山の周辺環境に
あっては、その彩度の薄い外壁はさらに引き立ち、外壁に書き込まれた無数の汚れや傷がその面の物性を高めることで、重量感を
獲得しているのだろうか。あるいは立面全体に対して、小さすぎる窓がそのコンクリートの圧迫感を物語っているのか。あるいは
立面を縁取るように出っ張った、RCのラーメン構造の柱梁がそれを強めているのだろうか。あるいは立面のポロポーションだろう
か、あるいは立面から飛び出た床スラブからだろうか。ここでは中の見えないRC住宅の構造このRC住宅の構造体を一部取り出し、
住宅の構造体の一部として適用する。またこの構造体は住宅の大きな主室に平面的にも断面的にも居場所を規定する。空間をゆる
く分節する役割ももっている。

7.RC住宅-飯田邸のハナレの構造体：ビジュアライジング(28)　棚の段板 RC住宅からRCの構造体を抽出した。ここではビジュ

アライジングした要素をさらにビジュアライジングする。450×500mmのラーメン構造の柱を地下の棚の寸法に適用した。棚の一
列もRCの柱となっているので、その対比は明確に表れる。素材の異なる物が同じ寸法で配されたときに人はその相違点に意識的
になる。棚に物をおくとき、棚から物をとるとき、少し遠くから棚と構造体の柱をみたとき、そしてその構造体の柱を再び、
他の地点から見出した時、RC住宅から抽出した構造体は、その輪郭を残しながら様々な部分で、新たな形と機能をもって再び
たちあらわれる。

8.坂道(私道)の幅:ビジュアライジング(28)　 主室の床の幅 敷地の北側には国道257号線(通称フラワーライン)から
敷地へとアクセスするための坂道がある。登記簿謄本で確認したところ、どうやら今回の敷地の一部とされているよ
うだったが、敷地の所有者である施主もこの事実は知らず、近隣住民も敷地が分割され販売された時期がバブルがは
じける直前だったことから、明確には記憶してないとのことだった。さらにこの道からアクセスする住宅が一時期は4
棟(一棟は木造住宅-杉浦邸)もたっていたことから、敷地の所有者はいないものの様々な補修や、外構とこの私道との
調整がその住民たちによって行われていた。特にこの坂道と国道との接合部は、様々な補修が複雑にパッチワークさ
れている。国道は多くの車が通るが、この坂道をダンチクや多くの植物が縁取るために車でくる人にはほとんど見られる
ことはない。そのため使われ方も非常に多用であり、ここの接合部は近隣住民(主に飯田さん)が海からとってきた岩のり
を干す場であり、2019年の台風15号の被害以降大量にとれるようになってしまった天草の干場にもされている。
木造住宅-杉浦邸の擁壁と敷地の擁壁との間にはさまれており、幅は3300∼3500mmとヒューマンス
ケールな坂道である。ハナレの土地の整地を委託したとき、ユンボを運んできた業者の大型トラッ
クは、ここの道を行き来することが非常に困難だった。敷地の擁壁は国道との差が最大で2550mmで
あり、この坂を登って行くと敷地に生えた様々な植物を目線の高さでまじかに見ることができる。
また杉浦邸の擁壁がもたらすコンクリートブロックのピッチと擁壁の上にある手すりがこの坂道を
登る行為にリズム感を与えている。国道は多くの車が通るが、この坂道をダンチクや多くの植物が縁取
るために車で通る人にはほとんど見られることはない。ここではこの坂道の幅を室内に反転させ、坂道
に対して並置する。外部のスケールが室内に転用され、様々な部材によって居場所として咀嚼される。
この坂は1/10勾配であるのに対して、室内の床は1/12勾配で配される。室内の坂を昇るとき、外壁の向
こう側に太平洋の水平線をみることができる。床を登ることで少しずつ風景が変化し、テラスへと続く
棚の側板と棚板とがもたらすピッチは、坂道を登るときに得られる体験と同期している。

9.木造住宅-杉浦邸の構造体：ビジュアライジング(28)　構造体、455グリット 杉浦邸は住宅の敷地と

平行する台座に鎮座し、敷地に対して正面に向きあう建ち方をしている。杉浦邸が置かれいる擁壁の高
さは、ここでの敷地と1800mmほどの高低差がある。台座の上に建つ、黄色い木造の住宅である。その台
座の上には、この杉浦邸とは別に、家からさまざまに拡張、補修され、あふれ出た物が立ち並ぶ。ある
物はポリカーボネートの波板で拡張された洗濯物干し場であり、ある物は黒いシートの上に置か
れたコンクリートブロックと周辺からもってこられたであろう大量の石であり、ある物
はそのコンクリートブロックの上に置かれた既製品の物干し竿であり、あ
る物はいくつもの手すりを繋ぎ合わせてできる擁壁の輪郭線であ
り、ある物はどこからか拾ってきた風呂桶であり、ある物は、杉浦
邸の屋根から伸びるアンテナであり、ある物は余ったコンクリート
とタイルでつくられた小さな台座であり、ある物はコンクリートブ
ロックと平行に並べられた木材の端材であり、ある物はラワン合板
でできた小さなテーブルであり、ある物はモルタル、白タイル、レ
ンガ風タイルなど様々に異なる部材が貼り付けられた擁壁そのもの
であり、ある物は台座の上の設えられたさらなる台座に鎮座するソ
テツなどであり、ある物は...ある物は...。これらの物が建築や周
辺の環境に負けじと目立つのは、杉浦邸そのものが下地として機能
する立面をもっているからだ。杉浦邸のトタンの雨戸についた錆び
は、その物をモノとして抽象される一歩手前でその物性を獲得して
いる。逆に杉浦邸の土台である擁壁は、そのコンクリートブロック
のがモノとして抽象するキーとしてのリズム感を打ち出している。
これらの要素はある特定の意味に回収されることがないギリギリの
ところでその身を翻し、常にその物の様相を提示しているように思
う。それら杉浦邸の立面要素が作り出す要素を規定する木造の構造
体を住宅から取り出し、その910のグリットを住宅の上に重ねる。抽
出したグリットの交点から7本の柱が生え、それは杉浦邸がもつ物の
様相の一部を示し、また杉浦邸の立面が住宅の内部で現前するきっ
かけを与えるかもしれない。
　この木の構造体は主に、主室の床を支え、また天井へと続くこと
で、屋根を引っ張る。 

10.シンメトリカルな住宅-飯田邸の開口幅：サンプリング(23) 外壁、ファサードの開口幅、仕上げの通路幅　　敷
地周辺にはいくつかの建物がある。飯田八郎の道具小屋、飯田さんのハナレ（RC造の住宅）、杉浦邸（木造住宅）な

どだ。そしてそのどれもがたまにしか使われないため、窓に明かりがつくことはほとんどない。シンメトリカル
な住宅-飯田邸は毎日、窓に明かりがつく。敷地から国道257号線(通称フラワーライン)をはさんだ向かいに位置
し、飯田さん一家が住む。(西川名周辺には飯田という姓をもつ人が多く、飯田八郎(八郎の道具小屋の持ち主)と
飯田さんは別の家族であるが、たった三軒となりに住んでいる。)この住宅は敷地から国道をはさんむことで、距
離を獲得し、その建築の形が非常に明確に認識される。また敷地そのものが国道よりも2000mm高いことから、飯
田邸の二階以上が強く目に着く。周辺に立ち並ぶ建物の中では最も新しく、その外装はいまだに補修された跡を

みつけることができない。のっぺりとした建物の外装はサイディングであり、ここの地域では珍しく、ハウスメーカーがつ
くるようなどこにでもあるような佇まいだ。しかし館山にあってはこのようなプロトタイプ型の住宅は珍しく、周辺のダン

チクの林や農園との強い対比が感じられる。ごちゃごちゃと有機的なところに形の整った無機質なものが放置されたかのよう
だ。この住宅は敷地から見える住宅で唯一人が住んでいる住宅であり、この住宅の角に位置する窓からの明かりは白く、そこ
に生活があることを感じさせ、夜には周りの暗さを引き立たせる。そしてその窓面は住宅の輪郭線に対して線対象に配置され
ているように敷地からはみて取れる。二階部分には開口や出窓があり、そのどれもが水平方向に幅を合わせて配置される。館
山の雑然とした雰囲気の中で、非常に強いシンメトリカルな構成をとり、ダンチクの林の中から突出した台地のようである。

ここではこのシンメトリカルな住宅-飯田邸につく象徴的な開口の幅を取り出し、その幅を住宅に面している外壁に取り付けられる二面の
開口部ととその外壁をとりまくファサードの孔、そしてその孔から続く床のカーペット幅に適用した。

11.シンメトリカルな住宅-飯田邸の外壁角度：サンプリング(28)　外壁と住宅内部の収納壁(鏡面)との角度
　　10で引用したシンメトリカルな住宅の外壁角度を住宅の外壁と、その住宅内部の収納壁(鏡面)との角度に
適用した。またこの角度をもった内壁は地下へと続き、書斎の机をもつ壁の角度へと変化していく。地上階の
床はこの角度に対して平行に引かれた線から生まれる正方形に穴があけられ、この角度が地下へと落とし込ま
れながら、その機能が変化していくことが読み取れる。この角度はさらにエントランスから主室へと続く階段
の隅切り角度、地下へと続く階段の一段目の段鼻角度、地下へと続く階段のために切りかかれる地階の隅切り
角度など、様々な部分で同じ角度が立ち現れてくる。外壁と収納壁がもたらす角の頂点は館山のハナレで用い

た、シンメトリカルな住宅-飯田邸、取り残されたブロック塀の軸線を踏襲し、本設計における敷地の角へと平行
にずらした軸線上に配置した。この鏡面は外壁から突き出たレールに沿って動き、外壁と鏡面との間にある収納

を隠す役割もつ。鏡面が動き、外壁の幅とその隙間とが一致したとき、鏡面(収納壁)、外壁、ファサードと一直線に孔が穿たれ、
そのレイヤーの最深部に飯田邸の外壁角度が立ち現れる。

12.シンメトリカルな住宅-飯田邸の開口幅：サンプリング(23)　外壁、ファサードの開口幅、仕上げの通路　　10と同

13.RC住宅-飯田邸のハナレの開口幅：ビジュアライジング(20,28)

キッチン建具一列分の幅、湾曲したRCの外壁の開口幅、洗面所の開口幅、洗面所の収納戸、ハナレ側エントランス
の建具棚板の幅、地下書斎の本棚の側板の幅

RC住宅-飯田邸のハナレの開口部をここで再び引用する。4で用いた開口とは異なる幅の開口をここでは反復して日
常を支える様々な建具の一部に引用する。RCの住宅は空き家であり、また敷地に対して向いている開口はすべてす
りガラスでできているため、RC住宅からの視線は気にする必要がない。そのため住宅という認識よりも、窓の外に

ある壁の一部として認識されるように、ガラス面を配し、またそのガラスの枠をRC住宅の開口から引用することで内から外
の壁へと意識がつながるようにした。RCの住宅がみえる位置にはその開口幅を用いた部材を適用し、様々な方法でこのRCの

開口幅を現前させることを目指す。

14.RC住宅-飯田邸のハナレのスラブ高さ：ビジュアライジング(28)　手すり高さ、棚板高さ、サッシ下部高さ　　

RC住宅-飯田邸はRCのラーメン構造であり、その構造体の一部、二階床スラブが外壁の外まで突出している。その突
出した部分には手すりもなく、どうやらそこに出ることはできないようだ。それは庇としても機能しているとは思
えない、だがRC住宅の立面を二つに分割していることでのぺっとした印象を回避している。また立面を縁取るよう
にあるでっぱりとの幅が突出したスラブからの立ち上がりの幅と同じであり、このスラブの高さは住宅の立面を
ヒューマンスケールに落とし込むためのジェスチャーとして働いている。また突出した部分は壁面よりもよご
れ、黒く色づき外壁とのコントラストを作り出している。国道から3189mm、敷地GLから1189mmnの高さにあり、

一部の手すりや、棚板の高さにちょうどよい。この高さを住宅内部にも設定することで、敷地内部からRCの住宅へと
横滑りしていく認識をもたらす。

15.木造住宅-杉浦邸の開口幅：ビジュアライジング(20,28)　棚板幅　638mm　　1と同様に木造住宅-杉浦邸の開口
幅を抽出して、反復する。主室を構成する大きな要素である。棚の側板がくるピッチを杉浦邸の開口幅と同じもので構成する。

棚、開口、そして杉浦邸の開口へと異なるレイヤーで同じ寸法が立ち表れる。

16.レング風タイル：サンプリング(27)　トイレ内部の壁仕上げ  6年前まで杉浦邸の横に建っていた飯田邸
(ここもまた飯田だが、シンメトリカル住宅-飯田邸とは別の飯田さん)の擁壁にはレンガ風に色が付けられた
タイルが貼られている。このタイルの色はかなり彩度が強く、館山のまわりの自然に対抗している。館山の
ハナレで対象にしたソテツはこの彩度の強い擁壁の上に設えられており、ソテツの生命力とこのタイルがも
つ色艶のコントラストが強い。飯田さんがこの土地を後にしてから誰にも手をかけられてこなかったソテツ
は、この擁壁で囲われた土地をだんだんと浸食しているようだった。現に一部アプローチであったであろう

擁壁が切り込まれた階段は、その行く先を完全にソテツに阻まれているようだった。そして擁壁そのものが一部傾斜
し、いたるところでタイルが剥がれ落ち、かけている。6年前に館山をあとにして移住した飯田さんは、タイル職人で

あったことからこの擁壁のタイルはすべて自分で貼り付けたそうだ。また擁壁の一部に軽自動車一台分は入
る大きさの車庫が設けられている。そこにはまだ使えそうなタイルが大量に放置されている。しかし長い間
放置されていたタイルはまったく色褪せがなく、いつでもどこでも使ってくださいと言わんばかりだった。

館山のハナレの施工を手伝いにきた友人がタイルをつかった製作のためにかなりの分量を持ち帰ったほどだ。
このタイルを見たとき、館山の驚異的な自然の力に対抗する人々の活動の一端を垣間見た気がした。このタイ

ルを住宅のトイレの内装として使う。内壁でみたとき、外の擁壁でみたとき、それぞれ色味が異なりそ
こに付加される意味も異なる。似ているけれど、少しだけ異なる対象同士への認識が結びつくとき、よ

り一層強い認識がえられる。

17.白タイル：サンプリング(27)　浴室内部の壁仕上げ　16と同様に外部にある対象を内部に使う。木
造住宅-杉浦邸の擁壁は様々な材料がつぎはぎされている。コンクリートブロック、モルタル、白タイ

ル、レンガ風タイル、紫色のタイル、白ペンキ様々な部材がつぎ足されて構成されている。その一部分を覆
う、白タイルの壁を住宅の浴室に使う。

18.木造住宅-杉浦邸の開口幅：ビジュアライジング(23)　　台所棚板の幅　　1,15など様々な部位にこの木
造住宅-杉浦邸の開口幅を引用している。ここでは台所の棚板の幅にそれを適用している。台所の棚には他にもRC住

宅-飯田邸のハナレの開口幅をもってきている。様々な部位の寸法が台所という住宅の中心で出会う。

19.木造住宅-杉浦邸の外溝部てすり：サンプリング・ビジュアライジング(19,23)　　エントランス階段手摺、
落下防止柵、テラス手すり、テラス落下防止柵、洋服収納建具、ファサード手すり  杉浦邸の擁壁外周部には
アルミの手すりが回っている。擁壁や木造の住宅そのものに比べるとはるかに薄く、かよわいものだが、手す

りそのものが擁壁を囲うための長さをもつことや、その手すりそのものが様々な部材(洗濯ものの竿、アンテナ、は
しご、スケールの少しだけ異なる手すり)から構成されていることで、確かな存在感をもっている。また敷地から杉
浦邸をみたとき、その手すりは住宅へのフレームとしても作用する。薄く、普段は目につかないが、ふとしたときに
立ち現れるこの手すりを住宅の様々な部分に形を変え、プロポーションを変えながら入れ込んでいく。同じ寸法の材

でつくることで、その手すりをつかんだ時、どこか見覚えのある感触を手にすることになる。

20.住宅解体時に取り残されたブロック塀：サンプリング(23)　　ハナレ側エントランス腰壁　ハナレの北東
にはもともと別荘があった。2019年の台風15号によって屋根が一部損壊し、その部位を補修するなら、ほとん

ど使われていなかった別荘をこのタイミングで手放そうと、解体されたそうだ。その際に取り残されたのがこのコ
ンクリートのブロック塀だ。その塀は塀の先にある崖から這い出てくる小動物や虫、また植物をせき止めるように
立っている。おそらく解体を要請したここの住人もこの壁だけは意図的に残したのだろう。それはこの館山の自然
への抵抗の印でもあり、また人工物が自然の一部へと回収される様相示しているものでもある。塗装がはげ、コン

クリートブロックがあらわになり、また異なる色が塗装され、そして自然がそれを崩してく。人間と館山の自然とがつ
くりだした遺物だ。館山のハナレでも対象にしたこの塀をこの住宅のエントランス脇の腰壁として引用する。エントランス横

にくるこの塀には日常で使われる様々なものが置かれる。

21.ソテツ：サンプリング(23)　日当たりの悪い外構内に位置する植栽
　館山ではよくソテツを目にする。そのソテツはほとんどの場合、誰かによって植えられたものである。立派なコン
クリートの台座の上に設えられたものも少なくない。そして大抵の場合そのソテツは異常な生命力でその台座を壊し
にかかる。またその動きに合わせて人間もその台座を補修する。つまりソテツは人間がもたらす館山の自然の脅威と
もいえる。昔から非常に強い生命力とその出で立ちからソテツを飾れる家は金持ちだと言われているが、そのソテツ
がもつ力は人間がコントロールできるようなものでは決してない。そして館山のハナレの目の前にも例外なきソテツ
が台座に設えられており、そのソテツは行く手を阻み、住宅そのものが解体されたあとも、ひとりでに増殖し続け

る。このソテツを日当たりの悪い外構に挿入する。ソテツが日差しを求めて外構から首をだし、トタン戸へと近づき室内
からその湾曲した物をみることができるかもしれない。

22.ダンチク：サンプリング(23)　日当たりの悪い外構内、テラス側溝、どこにでも生えてしまう植栽　ダンチクはもとは海風
からの防風林として植えられたものだった。しかし今では館山のあちこちに自生している。竹藪と形は似ているものの、生命力が
強く、生え方もまっすぐではなく、様々に入り乱れるため面として作用している。大きくなりすぎたダンチクはあまり見栄えもよ

くなく、なにかその藪のなかに潜んでいそうな雰囲気すらある。そのダンチクはきっとこの住宅の隅々に生えていくだ
ろう。あえて生えることのできる場所を用意することで自然に生えてしまったダンチクとの差を意識させる。

23.竹藪：サンプリング(23)　　ハナレ側エントランス南側植栽、寝室外部植栽　調整される植栽　　館山の
ハナレでも対象にした竹藪である。イネ科の植物が大量に生息している館山で竹藪が綺麗に生えている場所
は珍しい。ダンチクと近い形態をもつこの竹藪は館山のハナレの南側にハナレと隣地とを隔てるように並ん
でたっていた。この竹藪の並びを字拡張するように地面を引き伸ばし住宅の敷地内にも竹藪を植える。この

竹藪はハナレと住宅の二つの曲面の間を歩くときに奥へ奥へとつづく道の消失点にあたる。

24.ソテツ、木造住宅へ：フレーミング(5,6,8,11,13,18,21,22,24)
　鏡面を設けることで住宅内にソテツを映し出す。鏡面は収納の扉として動き、ある位置にその鏡面があ

るとき、木造住宅-杉浦邸からソテツへと軸が反射しながらつなが
る。ソテツ側からその鏡面をみると主室の棚板の向こう側に杉浦邸が
みえる。棚板の幅がもたらすリズムと杉浦邸の立面にみえる開口のリ

ズムは同じであり、そこに類似性が見出せる。

25.シンメトリカルな住宅,コンクリートブロックへ：フレーミング

(3,5,6,7,8,10,11,13,18)  館山のハナレから引き継いだ対象物への
フレームをここでも適用する。しかし、館山のハナレでは強烈な
瞬間的フレームであるのに対してここでは、複数の材が重なる時
にゆるく見えるフレームであり、日常の様々のタイミングで視覚

誘導が行われるように材を配置した。

26.RC住宅へ：フレーミング(2,7,8,9,16,18,21,22)  エントラ
ンスから入り、主室へと向かう階段は杉浦邸に対して水平に始ま

り、RC住宅-飯田邸のハナレへとゆるく湾曲しながら進んでい
く。斜めの床をくぐり、階段をのぼりながらRCの住宅が立ち現れ

る。

27.太平洋、富士山へ：フレーミング(2,5,7,8,12,21,22)  敷地
は太平洋に近く、徒歩5分ほどで海にはいれる。館山のハナレで

は施主は海の見えるテラスが欲しいとのことだったが、予算もな
く、ハナレの敷地から見るにはかなりハナレの屋根に登らなけれ
ば海が見えなかった。住宅では主室からファサードを通して太平

洋と向かいにみえる富士山を射貫く。

28.ダンチク、竹藪へ：フレーミン3,15,16,17,22,24)  住宅の
さまざまにサンプリングしてきた植栽をフレーミングする。駐車
場の上部に配された植物たちは朝日を受け、地下へと影を落と

し、駐車場をその影で満たす。また時間が変わることで書斎へと
その影は伸びてゆく。また寝室の目の前の竹藪は寝室の窓枠(仕
上げをせりだし、サッシ枠は見えない)によって切り取られ、さ

らにガルバニウムのトタンファサードにその色味や動きを出す。
ハナレ側のエントランス付近に配された竹藪は浴室やトイレから

見られる。
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